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東北地方太平洋沿岸地域におけるラムサール条約湿地潜在候補地の資質検討会  
検討結果  

 
○ 本検討会にて検討対象とした７ヶ所のラムサール条約湿地潜在候補地は、平成 23年に

発生した東北地方太平洋沖地震（以下、「今回の地震」という。）を由来とする津波や地

盤沈下により大きく撹乱された。しかしながら、当地域は地震の多発地帯であり、これ

まで幾度となく津波や地盤沈下による撹乱があった上で成立していた自然であること

を考慮し、資質の評価は長期的に行う必要がある。 
 
○ 大きく撹乱された現在の状態であっても、全ての候補地において震災前に満たしている

とされた基準のうち、最低一つは維持されていると考えられた（各候補地の個別の状況

については「東北地方太平洋沿岸地域のラムサール条約湿地潜在候補地の資質検討結果

一覧」及び「既存調査結果等から見たラムサール条約湿地潜在候補地の震災前後の状況」

を参照）。 
 
○ 今回検討した 7ヶ所の候補地において基準を満たしていた項目の要素のうち、アマモ、

昆虫類、干潟、砂浜（砂州）については特に甚大な撹乱があった。 
 
○ アマモ場については、生育地である砂地の浅海底が津波により大きく撹乱されたことに

より、その多くが失われた。実生や栄養株が確認されており、回復の兆候が見られてい

るが、アマモ場が元のような規模に再生するためには長い期間必要であると考えられる

ことから、今回の地震後 5年程度は経過をモニタリングし、その上で候補地としての資

質改めて評価する必要がある。 
 
○ 昆虫類については、今回の地震以前から生息基盤が小さくなっており、種によっては生

息地が局限される状態となっていた。また、移動能力も限られていることから、津波に

よる生息環境の撹乱が個体群の存続に大きく影響した可能性がある。昆虫類について

は、今回の地震後 3年程度は生息状況等をモニタリングし、その上で候補地としての資

質を改めて評価する必要がある。 
 
○ 干潟及び砂浜については、津波による砂泥の流出及び地盤沈下の影響を強く受け、その

面積が大きく減少した。また、底生生物も砂泥とともに流出し、生息地の底質環境も改

変された。震災後は、僅かに残された干潟・砂浜が、底生生物や海浜性の生物等の避難

場所となっている。この避難場所は、今後、干潟・砂浜が再び形成された際の、生物の

供給源として機能する場所であり、この存在が全体としての生物多様性の回復の可能性

を高めると考えられる。干潟及び砂浜の面積の変動や底生生物が世代交代に費やす期間

等を考慮し、今回の地震後 10年程度は経過をモニタリングし、その上で候補地として

の資質を改めて評価する必要がある。 
 

別紙  



 

○ 東北地方太平洋沿岸地域の自然環境は今回の地震による撹乱後、現在も依然として変化

を続けている状況であることから、今回の検討において基準を満たしていると判断され

た項目や震災前に満たしていた基準とは直接的な関連が薄い項目についても、継続的に

モニタリングし、環境がある程度安定した時点で再評価する必要がある。 
 

○ 今回の地震の後の自然環境の変化状況は、大きな撹乱があった現代の貴重な情報であ

り、継続的な調査・モニタリングをした上で、後世へ残す必要がある。本検討会で取り

まとめた 7 つの候補地の情報はそのモデルとして自然環境の客観的な評価を試行した

ものとして位置づけられる。 
 
○ 各委員からの意見を踏まえ、環境省としては、今後、7ヶ所の候補地について、自然環

境の状況の変化に応じて長期的な情報収集に努める。環境がある程度安定した時点で、

ラムサール条約湿地の資質を再評価した上で、地域の理解が得られれば、登録に向けた

検討を進めていく。また、7ヶ所の候補地以外についても、今回の地震により状況が変

化し、新たに希少種が確認されるなど資質が向上している場所が生じている可能性があ

ることから、これについても今後情報収集を行っていく。国際的な基準を満たす湿地が

あるということが地域の保全活動の助力となるよう、情報発信に努めていく。以上のこ

とで検討会の了解を得た。 
 

 



 

東北地方太平洋沿岸地域のラムサール条約湿地潜在候補地の資質検討結果一覧                                  

[ ●：基準を満たしていると考えられる項目 ○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 ☆：新たに評価を検討すべき項目 ] 

湿
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番
号 

湿地名 都道府県市町村 
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選定基準及び東北地方太平洋沖地震後の状況 

（2012 年 12 月時点） 
新たに評価を検討すべき項目等 
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1 

陸中リアス式海岸
の湾奥沿岸湿地群 
（山田湾、船越湾、
大槌湾、宮古湾、釜
石湾など） 

岩手県宮古市､下閉伊
郡山田町、上閉伊郡郡
大槌町､釜石市など 

                ○        ☆    

■基準 3 
＜世界一草丈の長くなるタチアマモ、南限と思われるオオアマモが分布＞
・各湾のアマモ場の大部分が消失したが、実生や栄養株は確認されてお

り、再生の兆候は見られる。 
・船越湾ではオオアマモ、タチアマモの実生が確認されている。 

⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
  
■その他 
・海藻場については、アマモ場のような大きな被害は確認されていない。
・各地で砂浜や干潟が消失した。 

■基準 6 
＜コクガンの 1%基準クリア＞ 
・震災前の広田湾には三陸地域最大のアマモ

場が形成されており、コクガンの餌場とな
っており、コクガンの飛来個体数は 1%基
準を満たすものであった。 

⇒☆：モニタリングを継続した上で、評価を検
討すべきであり、また、併せて「広田湾」
を独立した潜在候補地とすることも検
討すべきである 

2 志津川湾 
宮城県本吉郡南三陸
町 

               ●         ☆    

■基準 3 
＜寒海性コンブ目と暖海性コンブ目が共存する海域の代表的な海藻藻場
として貴重である。アラメ群落の北限に近い＞ 
・震災後も海藻場は健在であり、震災前と比較して、海藻植生や景観に

著しい変化は確認されていない。 
・場所によっては被度や現存量の減少が確認されていることから、今後

の推移を注視する必要がある。 
⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 
 
■その他 
・現存量が減少しているものの、アマモ場は残存している。 
・干潟の面積は減少したが、湾内に残された小さな干潟に底生生物が残

っていると考えられ、ソース群集として重要である。 

■基準 6 
＜コクガンの 1%基準クリア＞ 
・志津川湾には震災前からコクガンが安定し

て 100 羽以上飛来しており、震災後も引き
続いて飛来が確認されている。 

・アマモ場が減少したため、餌資源が十分に
確保されているかどうかは不明である。 

・コクガンは津波による撹乱後、震災前と異
なる環境を利用しており、生活型が安定し
ていない。 

⇒☆：生活型が安定するまでモニタリングを継
続した上で、評価を検討すべきである 

3 
北上川（追波湾）河
口域及び長面浦 

宮城県石巻市       ● ○      ○           ●    

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）を代表する河口域、干潟＞ 
・河口部の環境は大きく改変されたが、山、川、海岸、海域、小島とい
った多様な環境が揃った河口域であることは震災後も変わらない。 

⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 
 ・干潟については、干出面積が大きく減少したが、今後、再生する可能

性がある。 
⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 2 
＜ヒヌマイトトンボの生息地＞ 
 ・震災後は 1 箇所でのみ生息が確認された。 
 ・1 箇所のみでは個体群の存続は困難であるが、下流部の湿地再生が進

めば、生息地の再生・存続の望みがある。 
⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 6 
＜コクガンの 1%基準クリア（北上川河口域）＞ 
 ・2012 年には 180 羽ほど確認されており、１%基準を満たしている。 
 ・しかしながら、塒となっていた砂州が失われ、再生には時間がかかる

と推測される。 
⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 
 
■その他 
 ・河口部の海浜植生や松原は大きな被害を受けたが、海浜植生について

は再生が始まっている。 
 ・動物、植物ともに撹乱後の環境に外来種が侵入している。 

  



 

[ ●：基準を満たしていると考えられる項目 ○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 ☆：新たに評価を検討すべき項目 ] 
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4 万

マン

石

ゴク

浦

ウラ

 
宮城県石巻市、牡鹿郡
女川町 

       ○ ☆             ○       

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）を代表する干潟＞ 
・津波による底泥の直接的な改変はなかったものの、地盤沈下により干

出面積が大きく減少した。 
⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 3 
＜岸辺に植生帯は少ないものの、干潟に多くの底生生物が生息し、ウミニ
ナ、カワアイ、ツブカワザンショウなどの貝類の他スジホシムシも比較
的多く見られる。通水路に近いアサリ漁場での底生生物の種の多様性が
高い。＞ 

 ・底泥の直接的な改変がなかったため、干出域を必要としない生物は残
されている。 

 ・岸辺の小さな干潟環境や新たに潮間帯となったような場所が残された
底生生物の避難場所となっており、ソース群集として重要である。 

⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■その他 
 ・大規模なアマモ場が良好な状態で残されている。 

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）を代表する藻場＞ 
・津波により各地のアマモ場が大きな被害を

受けた中で、万石浦においては大規模なア
マモ場が残存した。 

・地形的特徴から津波による撹乱に強いアマ
モ場となっており、撹乱後のアマモのソー
ス群集としても期待される。 

⇒☆：撹乱に対する抵抗性という観点から、評
価を検討すべきである 

5 松島湾 
宮城県東松島市、宮城
郡松島町・利府町・七
ヶ浜町、塩竈市 

       ☆ ○             ●       

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）を代表する藻場＞ 
・アマモ場の大部分が消失し、局所的に残存している。実生は確認され

ており、再生の兆候は見られる。 
⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 3 
＜内湾の多島海で様々なタイプの干潟が散在する。貝類では、関東以北は
ここだけにイボウミニナが生息し、クビキレガイモドキも数カ所で確認
された。全体として底生生物の種の多様性が高い。＞ 
・個体数が減少しているものの、松島湾全体としては震災前と同様の種

が残されている。 
・イボウミニナ、クビキレガイモドキ、マツシマカワザンショウといっ

た希少種も確認されている。 
⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）を代表する干潟＞ 
・一つ一つは小さいが、全体として大きな面

積の干潟が残されている。 
・複雑な地形から、津波による大きな影響を

受けなかった干潟も多く、底生生物のソー
ス群集として重要である。 

⇒☆：撹乱に対する抵抗性という観点から、評
価を検討すべきである 

6 阿武隈川河口域 
宮城県岩沼市、亘理郡
亘理町 

      ● ☆              ☆       

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）代表する河口域＞ 
・河口部の砂州は改変されたが、海浜植生は再生し始めている。 
・海、川、砂州、干潟、潟湖といった多様な環境が揃った河口域である
ことは震災後も変わらない。 

⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）代表する干潟＞ 
 ・阿武隈川河口部には潟湖（鳥の海）があり、

宮城県内でも最大規模の干潟が形成され
ている。 

⇒☆：地域内で規模が大きい干潟であることか
ら、評価を検討すべきである 

 
■基準 3 
＜底生生物の種の多様性が高い＞ 
・震災による直接的な撹乱は少なく、震災後

も底生生物の状況は良好である。 
⇒☆：撹乱に対する抵抗性という観点を含め、

評価を検討すべきである 



 

[ ●：基準を満たしていると考えられる項目 ○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 ☆：新たに評価を検討すべき項目 ] 
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7 松川浦 福島県相馬市        ○      ○        ●       

■基準 1 
＜生物地理区（北東本州）代表する干潟＞ 
・面積は減少したが、干出する状態である。 

⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 2 
＜ヒヌマイトトンボの生息地＞ 
・震災以降、ヒヌマイトトンボの生息は確認されていない。生き残って

いる個体がいれば、生息地として再生する可能性はある。 
⇒○：現時点で資質を判断できず、引き続きモニタリングが必要な項目 
 
■基準 3 
＜仙台湾沿岸域では最も底生生物の種の多様性が高い。貝類では、カワア
イ、ヨシダカワザンショウなどの他、未記載種のマツカワウラカワザン
ショウが多産する。他では少なくなった、ツバサゴカイ（多毛類）、ユ
ムシ（ユムシ類）、スジホシムシが生息する。＞ 
・底生生物の多様性が残されており、カワアイ、マツカワウラカワザン

ショウ、フトヘナタリが確認されている。 
・震災後も底生生物の多様性が残されていることから、他地域への幼生

の供給源となりうる保全重要性の高い地域であると言える。 
⇒●：基準を満たしていると考えられる項目 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が国におけるラムサール条約湿地の要件 

 

① 国際的に重要な湿地であること。 

（＝ラムサール条約で示された基準に該当していること） 

 

② 国の法律（自然公園法、鳥獣保護法など）により、将来にわたり自然

環境の保全が図られていること。 

 

③ 地元自治体等から登録への賛意がえられていること。 

 

 

国際的に重要な湿地を指定するための９つの基準 

 

基準１．各生物地理区（世界の生物相を大まかに分ける地図）内で、代表

的、希少又は固有な湿地タイプを含む湿地 

 

基準２．国際的に絶滅のおそれのある種又は生態学的群集の生存にとって

重要だと考えられる湿地 

 

基準３．各生物地理区の生物多様性を維持するのに重要と考えられる湿地 

 

基準４．生活環の重要な段階を支える上で重要な湿地 

 

基準５．定期的に２万羽以上の水鳥を支える湿地 

 

基準６．水鳥の種又は亜種の個体数の１％以上を定期的に 

支える湿地 

 

基準７．固有な魚類の亜種、種又は科の相当な割合を支え 

る湿地 

 

基準８．魚類の重要な餌場であり、又は産卵場、稚魚の 

育成場である湿地 

 

基準９．鳥類以外の湿地に依存する動物の種又は亜種の個体数の１％以上

を定期的に支える湿地 

 ※基準９は第 9回締約国会議にて追加された 

水鳥の 

特別基準 

魚類の 

特別基準 

参考  
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